
うぁ～！ウサギって
柔らかくて、気持ちいい

10月 15日（土）、16日（日）第18回全国ジャンボうさぎフェスティバル



　
平
成
17
年
第
３
回
大
仙
市
議
会
臨
時
会

正
副
議
長
、
常
任
委
員
会
委
員
等
が
決
定

新
議
長
に
橋
本
氏

副
議
長
は
佐
藤
氏
を
選
出

【議　長】

橋　本　五　郎 氏
（はしもと　ごろう）

昭和20年１０月24日生まれ。

協和上淀川字大橋向146

昭和51年から旧協和町議として連続

８期務める。

平成４年から議長を２期務める。

【副議長】

佐　藤　孝　次 氏
（さとう　こうじ）

昭和25年３月30日生まれ。

角間川町字二本杉56の１

平成７年から旧大曲市議連続３期務

める。

産業建設委員長などを歴任。

改選後初となる市議会臨時会。本庁議場で開催されました。

平
成
17
年
第
３
回
大
仙
市
議
会
臨
時
会

　
10
月
14
日（
金
）、市
議
会
議
員
選
挙
後
初
と
な
る
平
成
17
年
第
３

回
大
仙
市
議
会
臨
時
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。議
長
に
は
橋
本
五
郎
氏

(

60
歳
・
協
和)

、
副
議
長
に
佐
藤
孝
次
氏（
55
歳
・
大
曲
）が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
の
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
２
件
を
可

決
。
各
常
任
委
員
会
の
構
成
員
を
決
め
た
ほ
か
、
工
事
請
負
契
約
締

結
案
な
ど
計
５
件
が
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、追
加
提
案
さ
れ
た
議
会
選
出
監
査
委
員
と
し
て
高
橋
幸
晴

氏（
56
歳
・
太
田
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
は
、
在
任
特
例
期
間
中
の
６
委
員
会
か
ら
４
委
員
会

と
な
り
、各
常
任
委
員
会
等
の
構
成
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
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総務常任委員会

◎藤　田　君　雄（中　仙）

○杉　沢　千恵子（大　曲）

本　間　輝　男（仙　北）

大　坂　義　徳（大　曲）

橋　本　五　郎（協　和）

武　田　　　隆（西仙北）

金　谷　道　男（太　田）

石　塚　　　柏（大　曲）

建設水道常任委員会

◎千　葉　　　健（中　仙）

○高　橋　敏　英（大　曲）

佐　藤　芳　雄（南　外）

菊　地　幸　悦（大　曲）

佐　藤　隆　盛（仙　北）

小　山　誠　治（大　曲）

佐々木　昌　志（西仙北）

大仙美郷介護福祉組合議会議員

門　脇　一　男（太　田）

橋　本　五　郎（協　和）

佐　藤　隆　盛（仙　北）

大　山　利　吉（仙　北）

金　谷　道　男（太　田）

各 常 任 委 員 会 等 の 構 成 委 員
（◎は委員長、○は副委員長、敬称略）

大曲仙北広域
市町村圏組合議会議員

本　間　輝　男（仙　北）

橋　本　五　郎（協　和）

渡　　　秀　俊（協　和）

佐　藤　文　子（大　曲）

金　谷　道　男（太　田）

石　塚　　　柏（大　曲）

杉　沢　千恵子（大　曲）

大　野　忠　夫（神　岡）

教育民生常任委員会

◎門　脇　一　男（太　田）

○橋　村　　　誠（大　曲）

藤　井　春　雄（大　曲）

渡　　　秀　俊（協　和）

大　山　利　吉（仙　北）

佐　藤　文　子（大　曲）

大　野　忠　夫（神　岡）

企画産業常任委員会

◎鎌　田　　　正（西仙北）

○児　玉　裕　一（大　曲）

佐々木　洋　一（中　仙）

竹　　　弘　治（神　岡）

斉　藤　博　幸（協　和）

佐　藤　孝　次（大　曲）

高　橋　幸　晴（太　田）

北　村　　　稔（大　曲）

議会運営委員会委員

◎佐々木　昌　志（西仙北）

○佐々木　洋　一（中　仙）

藤　井　春　雄（大　曲）

佐　藤　隆　盛（仙　北）

竹　　　弘　治（神　岡）

武　田　　　隆（西仙北）

石　塚　　　柏（大　曲）

大　野　忠　夫（神　岡）
大仙美郷環境事業組合議会議員

佐々木　洋　一（中　仙）

橋　本　五　郎（協　和）

高　橋　敏　英（大　曲）

竹　　　弘　治（神　岡）

斉　藤　博　幸（協　和）

小　山　誠　治（大　曲）

大　山　利　吉（仙　北）

児　玉　裕　一（大　曲）
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定期的に体を動かし健康維持

「健康づくり教室」3
　毎週行われる各種健康づくり教室に参加しません

か。インストラクターの指導による楽しく体を動か

すための教室です。教室の開催日にはトレーニング

ルームも利用することができます。

◆対象／高校生以上

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）Ｃ研修室・トレー

ニングルーム

【問い合わせ】

中仙保健センター☎ 0187-56-7211まで

遺族が安心して暮らせるための相談役

戦没者遺族相談員1
　戦没者遺族相談員は、戦没者遺族・戦傷病者に対

して各種年金・給付金などの相談、生活上の問題、

遺族が利用することのできる社会福祉施設などにつ

いて相談に応じ指導をしてくださる方です。

　大仙市では戦没者遺族相談員（任期＝平成17年

10月１日から平成19年９月30日まで）として、次

の２名が厚生労働大臣から業務を委託されましたの

でお知らせします。

◆戦没者遺族相談員／

品 川 隆 美 さん（大曲西根新堀183-4）
☎ 0187-68-4154
伊 藤 金 吾 さん（南外金屋121）

☎ 0187-74-2561
【問い合わせ】

本庁社会福祉課企画班（内線162）まで

4
家庭的ですこやかな子育て環境を

お知らせします「里親制度」
　里親制度は、いろいろな家庭の事情で家族と一緒

に生活することができない子どもを、里親の登録を

受けた家庭にお願いして養育する制度です。

　里親には①養育里親②親族里親③短期里親④専門里

親の４種類あり、審査を受けた後に登録されます。

　里親登録の希望や制度の詳しい内容についてはお

問い合わせください。

【問い合わせ】

秋田県子育て支援課☎ 018-860-1344まで
秋田県南児童相談所☎ 0182-32-0500まで

2
店頭販売延期のお知らせとお詫び

大仙市・美郷町指定ごみ袋
　広報だいせん９月16日号でお知らせした「新し

い大仙市・美郷町指定ごみ袋」（中仙地域以外）の販

売について、製造の都合により予定していた10月

中の店頭販売ができなくなってしまいました。

　市民のみなさんには大変ご迷惑をおかけします

が、店頭に並ぶまでもうしばらくお待ちください。

【問い合わせ】

本庁環境対策課（内線146）まで

楽しく体を動かし汗を流 しませんか。
写真は火曜日開催のリフレッシュ教室
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5
心豊かな生活について考える
くらし

生活を見直す婦人のつどい
　女性センターと地域婦人団体連合会では悪徳商法

や食と健康について考える「生活を見直す婦人のつ

どい」を行います。

◆日時／11月11日（金）午後１時30分～３時30分

◆会場／女性センター

◆参加費／無料

◆テーマ／「悪徳商法被害にあわないために」「食

と健康について」

【問い合わせ】

女性センター☎ 0187-62-1713まで

9
農業技術を習得する研修生を募集

フロンティア農業者研修生
　新規就農者や新たな農業部門を始めようとする既

就農者を対象とした研修生を募集します。詳しい内

容・申し込みについては問い合わせください。

◆応募資格／研修終了後、県内就農が確実な40歳

未満の方

◆申込受付期限／11月15日（火）

【問い合わせ・申し込み】

地域振興局普及指導課☎ 0187-63-6110まで
各総合支所農林振興課まで

7
お忘れなく

固定資産税と国保税の納期
　11月は固定資産税（４期）と国民健康保険税（５

期）の納付月です。市税の納付は便利で確実な口座

振替をご利用ください。口座からの引き落としは納

付月の末日になります。

【問い合わせ】

各総合支所税務課

本庁税政課管理班（内線263）まで

6
入居者を募集しています

大曲地域「笑の口市営住宅」
◆入居資格／

①同居する親族がいる方。ただし、障害者の方は単

身でも入居できる場合があります。

②住宅に困っている方

③収入が条例で定められている収入基準以下の方

④市町村税に滞納がない方

⑤市内に居住する連帯保証人がいる方（要件あり）

◆入居予定日／12月１日（木）

◆家賃／入居者の所得によって異なります。

◆申込受付期間／11月２日（水）から11日（金）まで

の午前９時～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）

◆募集住宅／笑の口市営住宅 一般向け

１戸（２LDK・H８建設）

【問い合わせ・申し込み】

大曲総合支所公園住宅課（内線223）まで

写真左／洗面所・浴室、写真右／居間兼食事室（８畳相当）、こ
のほか和室（６畳）と洋室（６畳）も備えています。

8
ふるさとのふれあい芸術鑑賞

きょうわミニコンサート
　合唱団による童謡の合唱や協和中学校吹奏楽部に

よる演奏など、芸術の秋にふさわしい音楽のコン

サートです。

◆日時／11月13日（日）午後２時開場、２時30分開演

◆会場／協和市民センター（和ピア）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

教育委員会協和分室☎ 018-892-3698まで

コンサートでは、合唱団による童謡やオペラなどを楽しむこと
ができます。

市長と話してみませんか

11月の市長面会日
　市長面会日はおおむね月２回、１人（組）当た

りの面会時間を30分以内とし開催しています。

　面会できる方は、会場となる地域にお住まい

の方です。希望する方は事前申し込みが必要で

すので、各総合支所までご連絡ください。

22日（火）　午前９時30分～11時
対象／中仙地域にお住まいの方
会場／中仙総合支所
【問い合わせ・申し込み】

中仙総合支所総務課☎ 0187-56-2111

22日（火）　午後１時～２時30分
対象／太田地域にお住まいの方
会場／太田総合支所
【問い合わせ・申し込み】

太田総合支所総務課☎ 0187-88-1111

5



出場者・スタッフ・練習場所提供者募集

大仙市大曲新人音楽祭コンクール

■出場者募集
◆部門・参加資格／

【ピアノ】【弦・管・打楽器】高校生以上30歳以下

【声楽】高校３年生以上35歳以下

◆参加費／10,000円

◆申込受付期限／11月25日（金）

◆授賞／【グランプリ】１人（30万円）

【優　秀　賞】２人（10万円）

【奨　励　賞】３人（ ５万円）

■ボランティア募集
【会場スタッフ】

◆対象／中学生以上

◆申込受付期限／11月25日（金）

【練習場所提供者】

　参加する若手音楽家たちは練習場所の確保に苦労し

ています。練習場所を提供してくださる方がおりまし

たら大曲市民会館までご連絡ください。

　今回で第18回となる大曲新人音楽祭は、「ピアノ」「弦・管・打楽器」

「声楽」の３部門からなる、若手音楽家たちの全国コンクールです。

　市では、コンクールに出場してくださる若手音楽家、会場の手伝い

をしてくれる会場スタッフと練習場所を提供してくださる方を募集し

ます。みんなで新人音楽祭を成功させ、大いに盛り上げましょう。
【問い合わせ・申し込み】
大曲市民会館☎0187-63-8766まで

開催日／１／７（土）・８（日）
会　場／大曲市民会館

ピアノ

弦・管・打楽器

声楽

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
・
提
示

　
所
得
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、平
成
17
年
分
の
所
得
申
告
か
ら
、国

民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
「
は
が
き
形
式
の

控
除
証
明
書
」
が
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
・
確
定

申
告
に
必
要
な
も
の
で
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

お
得
な
保
険
料
の「
前
納
」

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
一

定
期
間
分
を
前
も
っ
て
納
付
す
る

「
前
納
」
が
お
得
で
す
。
納
め
忘
れ

が
な
い
上
、
毎
月
納
付
し
た
場
合

に
比
べ
て
保
険
料
が
割
引
き
さ
れ

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
最
寄
り

の
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
保
険
料
は
全
国
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
ほ
と
ん
ど
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

大
曲
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
１
８
７（
63
）２
２
９
４

ま
で

11月６日（日）から12日（土）までは年金週間

延長・休日開庁による年金相談
　平日年金加入期間の確認や年金見込額の照会などに行けない方

のため、相談窓口の延長を行います。

◆期間／ 11月６日（日）・12日（土）午前９時30分～午後４時

11月７日（月）から11日（金）までの午前８時30分～午後７時

◆会場／秋田県内の社会保険事務所

◆持参するもの／年金手帳または年金証書

平成18年
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要
介
護
認
定
を
受
け
る
ま
で

１
　
要
介
護
認
定
の
申
請

　
市
の
担
当
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。申
請
書
は
各
担
当
窓
口
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
で
き
る
方
・
持
参
す
る
も
の
／

【
第
一
号
被
保
険
者
】
65
歳
以
上

の
方
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

【
第
二
号
被
保
険
者
】
40
歳
か
ら

64
歳
の
方
で
、老
化
が
原
因
の
病

気
に
よ
り
介
護
を
必
要
と
す
る

方
・
医
療
保
険
被
保
険
者
証

２
　
認
定
調
査
と
主
治
医
意
見
書

　
申
請
後
、
認
定
調
査
員
が
訪
問

し
て
心
身
の
状
態
な
ど
を
調
査
。主

治
医
が
意
見
書
を
作
成
し
ま
す
。

３
　
要
介
護
度
の
審
査

　
調
査
結
果
や
意
見
書
か
ら
、全
国

共
通
の
基
準
で
判
定
を
行
い
、そ
れ

を
基
に
専
門
家
が
要
介
護
度
に
つ

い
て
審
査
し
ま
す
。

４
　
認
定
結
果
の
通
知

　
認
定
結
果
は
「
非
該
当
」「
要
支

援
」「
要
介
護
１
〜
５
」
の
い
ず
れ

か
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
認
定
結
果

に
不
服
の
あ
る
場
合
は
介
護
保
険

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
次
回（
12
月
１
日
号
）は
、認
定
結
果

が
出
て
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

ま
で
の
流
れ
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
要
介
護
認
定
の
申
請
】

各
総
合
支
所
市
民
課
福
祉
班
、
大
曲

地
域
は
本
庁
援
護
福
祉
課
高
齢
班

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
内
線
１
７
０
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

介
護
保
険
事
務
所
認
定
審
査
班

☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
２
ま
で

　市では、出稼ぎ予定の方が安心して就労できるよう、

平成18年３月31日までに出稼ぎ前の健康診断を受け

た場合は、健康診断料を全額負担します。健康診断の

結果は、出稼ぎ相談所から希望先に後日郵送します。

◆申し込み方法／出稼ぎ手帳の交付依頼の際、健康診

断の受診希望をお伝えください。医療機関に提示する

「健康診断の用紙」と「封筒」をお渡しします。

◆医療機関での手続き／「出稼ぎ手帳」「健康診断の

用紙」「封筒」を提示してください。手帳内の記入

が必要な場合は医療機関に依頼してください。

【申し込み】

各総合支所地域振興課まで

【問い合わせ】

本庁商工観光課商工労政班（出稼ぎ相談所）

☎ 0187-63-1111（内線271）まで

■出稼ぎ健康診断を受けられる医療機関
【大　曲】大曲中通病院、大曲みなみクリニック、山下

医院、花園病院、下山胃腸科内科医院、中島内科医院、

池田医院、佐々木内科医院、斎藤内科医院、仲村内科胃

腸科医院、たかはし内科循環器科医院、荒井医院、秋田

厚生会仙北、高階医院、伊藤内科医院、高津内科医院、

吉方内科医院、三浦クリニック、木村医院、荒川医院

【神　岡】神岡診療所

【西仙北】佐藤医院、藤本医院、黒澤医院、生和堂医院

【中　仙】滑川医院、石井内科胃腸科医院

【協　和】協和病院、豊島医院、佐藤内科クリニック

【南　外】伊藤医院、八嶋医院

【仙　北】柳田医院、後藤内科医院

【太　田】太田国民健康保険診療所

介 護 保 険 事 務 所 か ら の お 知 ら せ

介護保険サービスを
利用するためには
まず要介護認定申請を

要介護認定を受けると要介護度に応じたいろいろな介護
サービスを受けることができるほか、写真のような介護
用品を１割負担で借りることができます。

出稼ぎ前の健康診断料を全額負担します

出稼ぎ労働者援護事業

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
申
請
に
よ
り
要
介
護

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
心
身
の
状
態
な
ど
か
ら
介
護
の

必
要
な
度
合
い
で
あ
る
「
要
介
護
度
」
が
審
査
さ
れ
ま
す
。
審
査
結
果

は
６
段
階
に
認
定
さ
れ
、
要
介
護
度
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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　10月22日（土）、23日（日）の両日、「秋の稔りに感謝し、新

市の新たな発展を誓う」をスローガンに秋の稔りフェアが開催

されました。雨模様の中での開催となりましたが、大曲庁舎駐

車場、大曲体育館、大曲武道館、大曲市民会館、広域交流セン

ターなどの会場には延べ77,000人の方々が訪れました。

  開会式は初日午前８時40分から武道館で行われ、栗林市長を

はじめ渡部文靖・県地域振興局長、地元選出の県議、市議、フェ

ア関係者ら約100人が参列。市長は「大仙市が誕生して半年が

経過しました。発足したばかりの大仙市にとって地域の特色、

独自性を生かしながら、一体性を確保することが何よりも大切

であり、その意味でもこの『秋の稔りフェア』は時宜にかなっ

たものです。稔りの秋をともに喜び、芸術文化サークルの発表

などを楽しんでいただきたい」とあいさつしました。

　メーン会場の庁舎駐車場では、各地域の地場産農産物、加工

品、特産品直売のテントが並び、大勢の買い物客でにぎわいま

した。また、「音とおどりフェスタ」の会場となった大曲市民

会館では、太鼓や合唱、吹奏楽、古典芸能、大衆芸能の発表会、

広域交流センターなどでは市民創作展が開催されました。

秋の稔りフェア
稔りに感謝し、新市発展を誓う

　「日本一安全で安心な秋田県づくり」を目指し、県の主催によ

る「安全・安心アカデミー」が中仙地域、小坂町、大潟村の県

内３カ所で実施されています。

　中仙地域では各地区での自主防災・防犯リーダーの育成を

テーマに９月から３月まで10回の講座が予定され、34人が受

講しています。これまでに３回の講座が行われ、９月21日（水）

の第２回目の講座では県消防学校で震度６の揺れを体験。また

県警本部や航空自衛隊秋田救難隊を訪ね、研修を行いました。

　講座の中で、災害や都会化する犯罪に対する自主防災・防犯

の重要性が指摘され、受講者は改めて「自分たちの地域は自分

たちで守る」という意識を強めていました。

中仙地域で安全・安心アカデミー
安全・安心は自分たちの手で

航空自衛隊秋田救難隊を訪ねての研修の様子。

メーン会場の駐車場には各地域からのテントが並び、
特産品などが販売されました。

オープニングセレモニーは武道館で行われました。

にぎやかさに誘われて、かわいらしいお客さ
んも。

昔とおどりフェスタ「街の音楽発表会」の最
後はみんなで県民歌を大合唱。

鮭のつかみ捕りも大盛況。
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　10月２日（日）、３日（月）の両日、岩手県花巻市で開催された第18回全国ス

ポーツ・レクリエーション祭ゲートボール大会で、協和地域から出場した「協和

からまつ」チームが見事第１位に輝き、スポレク賞を受賞しました。

　この大会は、勝敗のみを競うのではなく、誰もが、いつでも、どこでも気軽に

スポーツ・レクリエーション活動を楽しみ、交流を深めることを目的として、昭

和63年から各都道府県持ち回り方式で毎年開催されている、生涯スポーツの一

大祭典で、同チームが参加したゲートボールをはじめとする都道府県代表参加種

目の18種目とフリー参加種目の11種目が行われました。

　ゲートボール競技には、94チーム約900人が参加した大きな大会となり、「い

きいき　わくわく　てんこもり！」のスローガンのもと、はつらつとしたプレー

が繰り広げられました。

全国スポレク賞受賞「協和からまつ」
見事第１位に輝く

参加した選手のみなさん。

　10月11日（火）、大仙市金婚式が大曲市民会館で開催され、

95組の夫婦が招待されました。

　式典は、「祝いの調べ」として秋田宮城会の塩寺リンさんに

よる琴のなごやかな演奏で幕を開けました。

　栗林市長は「みなさんの50年は戦後日本の発展の歴史とと

もに歩んでこられました。みなさまをはじめ私たちの先輩の尽

力に感謝します。今後とも健康に留意され、夫婦相助け合い楽

しく人生を過ごされることを祈念します」とお祝いした後、出

席した夫婦一組ごとに賀詞と記念品を手渡しました。

　金婚者を代表して伊藤辰四郎さん（77 歳）が、「金婚を契機

に、これまで以上に互いを尊重し、励まし、睦み合いながら社

会に役立つ夫婦でありたい」と謝辞を述べました。

ともに歩んだ半世紀　大仙市金婚式
95組のご夫婦を招待

ステージを降り、客席の一組一組のご夫婦に賀詞と
記念品を手渡す栗林市長。

　10月８日（土）、９日（日）の両日、千葉県民会館で開催され

た第５回東日本学校吹奏楽大会に、前号広報で紹介した横堀小

学校器楽部が出場しました。大会では、50人から70人という

大人数の団体が出場する中、16人構成の横堀小学校が第２位

にあたる東関東支部理事長賞を受賞しました。

　10月11日（火）には、森元憲美校長をはじめ器楽部員の代表

が仙北総合支所を訪れ、「他の学校は人数が多い中、16人での

びのびと演奏していた。子どもたちの演奏を聴いて、涙が出る

ほど感動した」と森元校長は大会の様子を報告。部長の小松ミ

ユキさんは「他の学校のレベルが高くてビックリした。でも勝

ち負けは関係なく、みんなで思い切り演奏した。本当に楽し

かった」と満面の笑みを浮かべ話してくれました。

横堀小学校器楽部が東関東支部理事長賞を受賞
全国の晴れの舞台で堂々の演奏

顧問であり指揮を執る照井政裕先生は「どのパート
も高い評価を受けた。子どもたちは本当にすばらし
い演奏をしてくれた」と子どもたちの活躍を報告。
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　10月15日（土）、16日（日）の両日、第18回全国ジャンボうさ

ぎフェスティバルが中仙庁舎前のドンパン広場で開かれました。

　初日の15日に行われたジャンボうさぎの品評会には、県内外

から47人が参加し、125匹が出品され、大きさや体形、毛並み

などを審査しました。大きさ日本一を競う体重ジャンボの部では、

9.25㎏の「たてこまち２号」（雌・１歳７カ月）を出品した草薙忠

造さん（75歳・清水）が３年連続５度目の日本一に輝きました。

　一般公開の16日には、ウサギ体重当てコンテストや大会マス

コット「デカラビ」とのもちつき、特産品の試食販売、ウサギ

とのふれあいコーナーなど、多くの家族連れでにぎわいました。

第18回全国ジャンボうさぎフェスティバル
草薙さんが３連覇

ジャンボうさぎの日本一を決める品評会と盛りだく
さんのイベントに、たくさんの方々が訪れました。

　今年で９回目を数える史跡の里ふれあいコンサートが10月

15日（土）、仙北ふれあい文化センターを会場に開催されまし

た。今年のコンサートには音楽隊の中でもトップレベルの「陸

上自衛隊東北方面音楽隊」が招かれ、この日を待ち望んでいた

約800人の観客が会場を埋めつくしました。

　２部構成で進められたコンサート。多様なパフォーマンスを

交え観客を魅了し、目と耳の両方を楽しませてくれました。特

に、この日誕生日を迎えられた今野悦子さん（南外上野）への

ハッピーバースデーの演奏と指揮体験のプレゼントが贈られた

場面では、観客と隊員が一体となり音楽を楽しみました。

史跡の里ふれあいコンサート
迫力の演奏が会場を包む

約２時間に及ぶコンサート。最終曲の演奏が終わる
と、会場を埋めつくした観客はみな一様に感激した
表情で拍手を送っていました。

　10月４日（火）、真木真昼県立自然公園指定30周年を記念し

た和賀岳・薬師岳登山が行われました。

　登山には、市内外から愛好者29人が参加。色づき始めた山

の紅葉を楽しみながら、山頂を目指しました。あいにくの小雨

模様の登山でしたが、幸いにも視界がよく、途中、眼下に広が

る仙北平野を眺めながらの登山となりました。

　また、11日（火）には、自然に親しむ集いが行われ、大仙市

と美郷町の小学生33人が参加。太田交流の森を登り、展望台

から稲刈り後の雄大な仙北平野を一望したあと、キャンプ場で

なべっこを楽しみました。

　子どもたちは、火起こしから調理までほとんど自分たちで行

い、みんなで鍋を囲んでさわやかな秋の一日を満喫しました。

太田地域で記念イベント開く
真木真昼県立自然公園指定30周年午

前
７
時
に
登
山
を
開
始
し
正
午
ご
ろ

に
は
和
賀
岳
山
頂
に
到
着
。
眼
下
に
広

が
る
仙
北
平
野
を
眺
め
な
が
ら
の
登
山

に
な
り
ま
し
た
。

な
べ
っ
こ
は
、
火
を
起
こ
す

と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
子
ど
も

た
ち
は
悪
戦
苦
闘
。
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　10月15日（土）、16日（日）の両日、美山湖紅葉フェスティバルが協和ダム美

山湖に隣接する荒木沢公園で行われました。

　初日の15日は釣り大会、２日目の16日は魚のつかみ捕りやウオーキング、ス

テージイベントなどたくさんの催し物で、約2,000人の参加者でにぎわいました。

　親水水路で行われた魚のつかみ捕りでは、ヤマメ、イワナ、ニジマスが放され、

子どもの部と大人の部それぞれ15分の制限時間で行われ、すばやい魚の動きに

ほんろうされながらも、参加者は家族の声援を背に魚を追いかけました。

　また、ステージでは協和中学校吹奏楽部や唐松太鼓の演奏、ロック協和の踊り

などが披露されたほか、ジャンボ鍋による豚汁が約600食ふるまわれ、訪れた人

たちは秋晴れの下、弁当を広げながら秋の一日を満喫しました。

人気イベントの魚のつかみ捕り
にはたくさんの方々が参加。会
場に歓声が響きました。

美山湖紅葉フェスティバル
色づき始めた山々を楽しむ

　10月15日（土）、太田交流プラザで開かれた朝市には、地元

産の野菜や花などが並び、市価よりも安く新鮮な商品を買い求

めるお客でにぎわいました。

　地産地消を進めている太田総合支所と秋田おばこ農協太田支

所が今年から始めたもので、６月と８月に続き３回目の開催と

なります。

　なお、好評につき、11月12日（土）にも「交流プラザ朝市」を

開きます。時間は午前８時から11時までですが、売り切れしだ

い終了します。また、販売してくれる農家の方も募集します（業

者は不可、手数料不要）。問い合わせ先は、太田総合支所地域

振興課（☎ 0187-88-1112）まで。

太田地域の「朝市」
地産地消を進めています

安全・安心な地産地消を進めています。好評につき、
11月 12日（土）にも行います。

　10月18日（火）、仙北地域の国史跡・払田柵の外柵を再現し

ようと「よみがえる平安の柵」事業が行われました。
か い

　同地域の史跡の里づくり委員会に所属する蝦夷ほたるを飛ば

す会、白銀会のメンバーと高梨、横堀両小学校の５、６年生110

人、合わせて約130人が参加。延長3.6㎞の外柵跡沿いにのぼ

りを立て、往事の払田柵の規模を再現しました。

　10年前に再現された外柵南門の広場で、払田柵跡調査事務

所の高橋学・調査班長による勉強会を行った後、各班に分かれ

稲刈りが終わった田んぼなどに、約200本の黄色地に青色で

「払田外柵」と書かれたのぼりを立てました。

よみがえる平安の柵
払田柵の規模の大きさを実感

両小学校の児童が絵を描いた手作りののぼりも立て
られ、壮大な外柵が児童たちの手で再現されました。
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議
会
議
員
選
挙
の
期
日
前
投
票
で
、
旧

　
　
市
町
村
の
会
場
で
投
票
で
き
、
合
併
の

良
さ
を
や
っ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域
・
40
歳
女
性
）

　
　
年
で
奥
羽
本
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年

　
　
と
い
う
こ
と
で
、
９
月
24
日
、
25
日
に

秋
田
湯
沢
間
を
一
往
復
、
Ｓ
Ｌ
奥
羽
号
が
運

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
方
々
が
思
い
思
い
の
ポ
イ
ン

ト
で
カ
メ
ラ
片
手
に
に
ぎ
わ
う
様
子
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
Ｓ
Ｌ
人
気
は
未
だ
健
在
な

ん
だ
と
実
感
し
た
秋
の
出
来
事
で
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
38
歳
男
性
）

　
　
は
、
９
月
５
日
の
英
語
暗
唱
弁
論
大
会

　
　
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
優
良
賞
で

し
た
。
他
校
の
ス
ピ
ー
チ
を
聴
い
て
、
発
音
、

声
の
強
弱
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
上
手
で
レ

ベ
ル
が
高
く
、
大
仙
市
の
中
学
生
の
英
語
力

は
す
ご
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
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場
し
、
得
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も
の
を
生
か

し
て
自
分
の
英
語
力
向
上
に
つ
な
げ
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と

思
い
ま
す
。
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太
田
地
域
・
15
歳
男
性
）

　
　
紙
の
子
ど
も
が
か
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い
い
で
す
ね
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子
ど
も
の
笑
顔
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心
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ご
ま
せ
て
く

れ
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の
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す
り
で
す
ね
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事
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れ

も
吹
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飛
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す
。
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大
曲
地
域
・
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歳
男
性
）

　
　
書
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み
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私
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か
ら
な
の
か
、
前
か
ら
気
に

か
か
っ
て
い
た
。
一
工
夫
が
必
要
だ
。

（
神
岡
地
域
・
78
歳
男
性
）

　
　
カ
月
前
に
ク
イ
ズ
に
当
選
し
図
書
カ
ー

　
　
ド
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ち
は
３
人

の
娘
が
い
て
、
本
が
大
好
き
な
の
で
助
か
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
中
仙
地
域
・
40
歳
女
性
）

　
　
材
厨
房
は
献
立
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
助

　
　
か
っ
て
お
り
ま
す
。
各
地
域
の
文
化
祭

情
報
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
な
る
べ
く
足

を
運
ん
で
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
72
歳
女
性
）

　
　
報
の
顔
で
あ
る
「
表
紙
」
の
写
真
が
毎

　
　
回
楽
し
み
で
す
。

　
10
月
１
日
号
の
表
紙
も
、
男
児
の
い
き
い

き
と
し
た
表
情
が
と
て
も
新
鮮
な
感
じ
で
、

思
わ
ず
見
と
れ
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
69
歳
男
性
）

　
　
来
に
夢
を
託
す
若
者
の
所
得
格
差
が
如

　
　
実
に
現
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
行
政
を
先
頭
に
し
、
職
を
分
か
ち
合
い
、

若
者
が
ニ
ー
ト
化
し
な
い
施
策
を
考
え
て
も

ら
い
、
地
方
が
無
人
化
し
な
い
よ
う
共
生
で

き
る
こ
と
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
63
歳
男
性
）

市

未 広 横

表 私 今

食

10
月
１
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

数

　今年２月にオープンした道の駅「協和」の名物「黒豆ソフト」。

　黒豆は、「畑の肉」と言われる大豆の中でも栄養成分を多く含み、血液をサラサラにするな

ど優れた食物です。

　地元協和産黒豆使用のこの商品は、同施設のソフトクリーム売り上げの７～８割を占める人

気商品です。「道の駅の名物と言えばソフトクリーム。オープンに合わせて協和でも何かない

かと考えた」と伊藤支配人。健康ブームで黒豆が脚光を浴びる中、商品化に取り組みました。

黒豆は粉にして使用していますが、目が粗すぎるとソフトクリームの機械が目詰まりを起こし、

細かすぎると黒豆の風味を失うなど、商品化に６カ月の期間を要しました。風味を大切にする

ため、その都度製粉するなど手間暇をかけて販売しています。（一個280円）

道の駅協和の「黒豆ソフト」

おかじょう き

初秋の秋田の陸蒸気
　９月24日、25日の両日、奥羽

本線全通100周年記念として「Ｓ

Ｌ奥羽号」が走りました。

　一日一往復、秋田湯沢間を走

り、大曲駅でも歓迎イベントと

して中仙のささら舞が披露され

ました。駅ホームにも一目見よ

うと集まった家族連れなどで大

にぎわいでした。
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ー
コ
ン
サ
ラ
ダ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　
　
主
人
い
わ
く
「
こ
れ
は
お
い
し
い
」
と

喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
品
料
理
と
し
て
助
か
り
ま
す
。
ま
た
何

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。（

仙
北
地
域
・
69
歳
）

　
　
範
囲
で
大
変
だ
っ
た
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
当
選
さ
れ
た
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
出
身

地
域
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
大
仙
市
全
体
の
未
来

の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
73
歳
）

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

10月 11日に開催された大仙市金婚式
今年招待されたご夫婦は何組でしょう？

①85組　②90組　③95組

11 15

　
　
報
は
市
役
所
と
住
民
を
結
ぶ
最
大
の
情

　
　
報
源
で
す
。
市
政
ナ
ビ
、
行
事
予
定
、
情

報
交
差
点
等
て
い
ね
い
に
読
ん
で
い
ま
す
。

　「
稲
わ
ら
焼
却
の
禁
止
」
の
記
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
稲
わ
ら
に
「
も
み
殻
」
も
含
む
と

聞
い
て
悲
し
い
限
り
で
す
。「
く
ん
た
ん
」
作

り
は
農
家
に
と
っ
て
大
切
な
事
柄
で
す
。

（
南
外
地
域
・
62
歳
女
性
）

　
　
ズ
メ
バ
チ
の
こ
と
で
環
境
課
に
電
話
相

　
　
談
し
た
と
こ
ろ
、
さ
っ
そ
く
か
け
つ
け

て
く
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
す
ば
や
い
対
応
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
た
い
へ
ん
助
か
り
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
45
歳
女
性
）

　
　
コ
ー
ナ
ー
「
お
も
わ
ず
パ
チ
リ
」
は
、

　
　
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
人
の

気
持
ち
を
優
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
良
い
企
画

で
す
。

（
協
和
地
域
・
62
歳
男
性
）

　
　
外
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
地

　
　
元
情
報
を
知
る
上
で
と
て
も
役
立
ち
ま

す
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
所
も
あ
る
の

で
、
少
し
ず
つ
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
中
仙
地
域
・
20
歳
女
性
）

　
　
報
を
見
る
た
び
「
大
仙
市
は
広
い
な

　
　
あ
」
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
50
歳
男
性
）

ヤ

新

今回の料理の先生は

佐々木 洋 子さん
（中仙地域・鑓見内）

材料（４～６人分）
◎杜仲豚肩ロース（ブロック）／500ｇ　◎サラダ油／
大さじ１～２◎長ネギ／適量　◎塩・コショウ／少々
◎ショウガ／薄切り４～５枚◎しょう油／大さじ５◎
砂糖／大さじ２◎みりん／大さじ２◎酒／大さじ２

作り方
①杜仲豚は全体をフォークで刺し、味がしみこみやす
いようにして、塩・コショウで下味をつける。

②鍋に油を入れ熱し、杜仲豚を入れて表面がきつね色
になるまで焼く。

③長ネギとショウガを入れかぶるくらいの水を入れ、
煮立ったら弱火にしてアクをとりながら20分～30
分煮る。

④しょう油・砂糖・みりん・酒を入れてさらに30分
～40分弱火で煮込んでできあがり。

※写真はスライスし、サラダを付け合わせたものです。

◆杜仲豚の販売先◆
ビックフレック
ジャスコ中仙店（20、30日の感謝デーのみ販売）

広

県広

広ス
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　東北将棋大会には各県の名人・将棋

愛好家が参加し熱戦を繰り広げます。

　大会では、東北各県の有段者による

「名人戦」のほか、一般の部、小学生の

部があり、県外からも参加者が訪れま

す。また、東北学生連盟による大学の団

体・個人戦も行われ、観戦者を合わせ約

200人が参加する大きな将棋大会です。

◆日時／11月13日（日）午前８時30分

受け付け開始、９時30分対局開始

◆会場／強首温泉「おも観荘」（強首上野台）

◆参加費／一般1,500円、大学・高校生

1,000円、小・中学生500円

◆対局部門／名人戦の部、一般（大学・

高校・中学生も含む）の部、小学生の部

（小学生以下でも参加可能）

◆申し込み／当日会場で受け付け

【問い合わせ】

西仙北総合支所地域振興課商工観光班

☎ 0187-75-2961まで

※成分献血は採血終了まで１時間程かかるた
め、献血協力者をお待たせしないよう予約制
をとっています。成分献血に協力いただける
方は健康増進課までお申し込みください。

東北将棋大会
大仙市長杯争奪戦

第22回

11月は冬タイヤ装着月間
　11月に入ると、いつ雪が降り道路が凍るかわかりません。
みんなの安全のため早めの冬タイヤ装着をお願いします。

11月１日（火）～20日（日）
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今回は仙北地域です
支所巡回の無料法律相談
　相談には申し込みが必要です。

◆日時／11月24日（木）午前10

時～午後３時

◆会場／社会福祉協議会仙北支所

（柵の湯隣り）

◆申込受付期限／11月22日（火）

【問い合わせ・申し込み】

社会福祉協議会仙北支所

☎ 0187-69-7799まで

お気軽に相談ください
相続や土地家屋の無料相談
　相談には申し込みが必要です。

◆日時／11月18日（金）午前10

時～午後３時

◆会場／社会福祉協議会（大曲地

域笑の口市営住宅１階）

【問い合わせ・申し込み】

大仙市社会福祉協議会

☎ 0187-63-0277まで

納期をお忘れなく
秋田県の個人事業税
　11月は県の個人事業税（２期）

の納期です。最寄りの銀行・郵便

局・農協の窓口で忘れずに納付し

てください。

【問い合わせ】

仙北地域振興局県税課

☎ 0187-63-5222まで

大曲税務署からのお知らせ
消費税簡易課税制度
　消費税の申告が必要な個人事業

者で前々年の課税売上高が5,000

万円以下の場合は、届け出により

課税売上高から納付税額を計算で

きる「簡易課税制度」の特例制度

を受けることができます。詳しい

内容、届け出方法については問い

合わせください。

◆届け出期限／12月31日（土）

【問い合わせ・申し込み】

大曲税務署個人課税第１部門

☎ 0187-62-2192まで

募集します
陸・海・空「自衛隊生徒」
◆応募資格／中卒（卒業見込み含

む）で17歳未満の男子

◆試験期日／平成18年１月14日

（土）

◆申込受付期限／平成18年１月

10日（火）

【問い合わせ・申し込み】

自衛隊秋田地方連絡部大仙募

集事務所

☎ 0187-63-1313まで

海外との相互理解をはかる
市民青少年交流助成プログラム
　国際交流基金では国際交流事業

に対し、旅費の一部を助成してい

ます。詳しい内容・申請方法につ

いてはホームページ（h t t p : / /

www . j p f . g o . j p / j / a b o u t _ j /

program_j/culture.html）か国際交流

基金市民青少年交流課まで問い合

わせください。

◆申請資格／国内の非営利団体

◆対象経費／国際航空費・国際船

賃および滞在費（限度額200万円）

◆申請期限／12月１日（木）

【問い合わせ・申し込み】

国際交流基金市民青少年交流課

☎ 03-5562-3532まで

■菊花展

期間／ 11 月１日（火）から６日

（日）まで

■秋田・なつかしの生活用具展

期間／11 月８日（火）から23 日

（水）まで

■秋の洋ラン展

期間／11月18日（金）から20日

（日）まで

時間／18・19日は午前９時30分

～午後４時、20日は午前９時30

分～午後３時

■農業試験場紹介展

期間／11月29日（火）から平成18

年1月22日（日）まで

■バイオを楽しむⅠ

対象／一般

日時／11月13日（日）午前９時30

分～正午

定員／15人

参加料／無料

■ドライフラワーアレンジ教室

日時／11月20日（日）午前９時30

分～正午

定員／20人

参加費／材料費分を自己負担

■リンゴ狩りをしよう

対象／幼児、小学生、中学生とそ

の保護者（要同伴）

日時／11月５日 (土)午前10時～

正午、午後１時～３時

定員／午前・午後それぞれ子ども

50人※保護者の人数は、定員に

含まれません

参加費／無料

※園芸教室・花工房・親子教室へ

の参加申し込みは、開催日の1カ

月前から電話（0187-68-2300）で

受け付けます。

11

※11月から３月まで閉館時間が午後４時になります

共同参画で
笑顔もとれたて
産地直送

11/13（日）午後1時～3時30分
会場/大曲仙北広域交流センター

　地域の男女共同参画について
考えてみませんか。ABS 秋田放
送アナウンサー「上野泰夫さん」
の講話、野菜の直売なども行う
入場無料のイベントです。
【問い合わせ】

本庁男女共同参画室
☎0187-63-1111（内線323）まで
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次回広報は9月15日（木）に行政協力員へお届けします。次回広報は11月15日（火）に行政協力員へお届けします。

神宮寺嶽頂上から見た玉川

ミュージカルと演奏会
大川西根小学校楽器まつり
　児童による演奏会とミュージ

カル公演です。大曲小学校和太

鼓部も友情出演する楽しいイベ

ントです。みなさんご来場くだ

さい。

◆日時／11月20日（日）午後１時～

◆会場／大曲市民会館

◆入場料／無料

【問い合わせ】

大川西根小学校

☎ 0187-68-3030まで

冬の運動不足解消に
室内ソフトテニス教室
　室内ソフトテニス教室の参加

者を募集します。ラケットは無

料で貸し出しますのでお気軽に

ご参加ください。

◆対象／一般（学生を除く）

◆期間／11月10日から平成18

年３月30日までの毎週木曜日

◆時間／午後１時～３時

◆参加費／5,000円（保険料含む）

【問い合わせ・申し込み】

スポーツ振興課

☎ 0187-63-1122まで

一緒に踊りませんか
無料社交ダンス講習会
　ジルバ、ルンバ、チャチャチャ、

ワルツなど一緒に社交ダンスを踊

りませんか。初心者も大歓迎です。

◆対象／大仙市内または近辺の方

◆期日／11月18日から９日まで

の毎週金曜日

◆時間／午後７時～８時30分

◆会場／中仙環境改善センター

（中仙庁舎隣り）

【問い合わせ・申し込み】

ソシアルダンスサークル

高橋さん☎ 0187-57-2724まで
鈴木さん☎ 0187-56-2412まで

認知症について考える研修会
「みんなで知ろう認知症」
　高齢者が安心して暮らせる環境

や病気予防を考える無料の研修会

です。お気軽にお越しください。

◆日時／11月11日（金）午後２時～

◆会場／大曲プラザたつみ

◆講師／下村辰雄医師（県立リハビ

リテーション・精神医療センター）

【問い合わせ】

大曲在宅介護支援センター

伊勢さん☎ 0187-63-3788まで
南外在宅介護支援センター

生田目さん☎0187-87-9020まで

自殺防止と心の健康の推進
「うつ病に関する講座」
　自殺と深い関連があるとされる

「うつ病」。正しい知識を学び心の

健康を考える講習会です。

◆日時／11月17日（木）午後１時

30分～４時30分

◆会場／湯沢グランドホテル

【問い合わせ】

雄勝地域振興局企画福祉課

☎ 0183-73-6155まで

家族の心をつなぐ予算生活
家事と家計の勉強会
　家計簿の勉強会に参加しません

か。参加には申し込みが必要です。

◆日時／11月18日（金）・24日

（木）午前10時～正午

◆会場／女性センター託児室

◆定員／各10人

◆参加費／350円（資料代）

◆申込受付期限／11月15日（火）

【問い合わせ・申し込み】

大曲友の会 松本さん

☎ 0187-62-4237まで

表彰企業を募集します
「均等推進企業表彰」
　女性労働者の能力発揮を積極的

に推進している企業を募集しま

す。詳しい応募内容については問

い合わせください。

◆応募資格／女性の採用・職域拡

大などを実施している企業。

◆申込受付期限／11月30日（水）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県労働局雇用均等室

☎ 018-862-6684まで

　各種高卒コース（２年制）の一般募集を行います。専門的な技術の習

得と資格取得で未来の技術者を目指しませんか。

応募資格／高等学校卒業者（卒業見込み含む）

募集科目／機械システム、電気システム、建築施工、色彩デザイン

定員／各科20人

申込受付期限／11月11日（金）

【問い合わせ】大曲技術専門校（大曲川原町）☎ 0187-62-2457まで

11月は「全国青少年健全育成強調月間」です
　11月は「全国青少年健全育成強調月間」です。子どもたちが健全で豊

かな人間性をはぐぐむためには、家庭や学校だけではなく、地域や職場

が協力し合う社会が必要です。健全な子どもたちを育てていく環境づく

りにご協力ください。

未来の匠を育てます
大曲技術専門校各種高卒コース

機械システム科 電気システム科 建設施工科 色彩デザイン科
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読み聞かせの良さを体験
志茂田景樹絵本読み聞かせ劇場
　直木賞受賞作家・志茂田景樹

さんが、子どもや大人に読み聞

かせの良さを伝える「絵本読み

聞かせ劇場」です。参加には事前

申し込みが必要です。

◆日時／11月23日（水）午後２時

40分受け付け開始

◆会場／神宮寺小学校体育館

◆参加費／無料

【問い合わせ・申し込み】

神宮寺小学校PTA事務局

☎ 0187-72-2222まで

青少年の居場所づくり事業
「大間ジロー」トーク&ライブ
　元オフコース（ドラマー）の大

間ジローさん（小坂町出身）が

「イメージすることの大切さ～夢

はかなう」と題してお話とライ

ブを行う、青少年育成のための

イベントです。

◆日時／11月22日（火）午後４時

30分～

◆会場／グローバルダイニング

オン（大曲中通町）

◆参加費／無料

【問い合わせ・申し込み】

秋田県生涯学習課社会教育班

☎ 018-860-5185まで

川を基調としたまちづくり
地域づくり公開講座
　地域の人々が協力して防災に

取り組み、地域づくりを目指し

たお話を聴く講演会、パネル展

示を行います。

◆日時／11月８日（火）午後２時～

◆会場／湯沢市文化会館

◆参加費／無料

【問い合わせ】

湯沢河川国道事務所 馬場さん

☎ 0183-73-5300まで

ご来場をお待ちしています
大曲菊花同好会展示会
　大曲菊花同好会（石橋甚会長）

では菊花の無料展示会を行いま

す。みなさんご来場ください。

◆期間／11月６日（日）まで

◆会場／農業科学館

【問い合わせ】

大曲公民館

☎ 0187-62-1312まで

児童福祉の父を描いた映画
石井のおとうさんありがとう
◆日時／12月３日（土）午後２時～

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆入場料／【前売券】大人（中学

生以上）1,200円、子ども800円

【当日券】大人1,600円、子ども

1,200円、シルバー（60歳以上）・

障害者1,200円

◆チケット販売先／大曲教会、

榊田分店、宇宙船大曲店、ジョイ

フルシティ大曲、中仙市民会館

【問い合わせ】

ToBe-共に生きる会（大曲教会内）

☎ 0187-62-2598まで

防犯について考える
安全・安心まちづくりフォーラム
　犯罪の起こりにくいまちづく

りのための講演、防犯活動用品

の展示などを行います。

◆日時／11月14日（月）午前11

時～午後４時

◆会場／横手セントラルホテル

【問い合わせ・申し込み】

秋田県安全・安心まちづくりチーム

☎ 018-860-1523まで

日本画を鑑賞しませんか
高橋孝正日本画展
　大潟村で農業をしながら日本

画を描き、院展に入賞した高橋

孝正さん（中仙地域出身）の作品

展です。芸術の秋、日本画をお楽

しみください。

◆期間／11月10日（木）までの午

前９時～午後６時

※７日（月）は休館日です。

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

大仙市美術愛好会 千葉さん

☎ 0187-57-2731まで

体験登校してみませんか
大曲高校「みんなの登校日」
　地域の方々に大曲高校の校舎

や授業などを見ていただく機会

をつくりました。参加希望者は

電話でお申し込みください。

◆日時／ 11 月２日（水）・９日

（水）午後１時25分～３時25分、

11月８日（火）午後０時55分～３

時45分

◆会場／大曲高等学校

【問い合わせ・申し込み】

大曲高校総務部

石川さん、佐々木さん

☎ 0187-63-4004まで

秋田内陸縦貫鉄道で秋を満喫
観光列車「トコトコもみじ号」
　普通車両とイベント車両の２

両編成でトコトコ（徐行）運転を

行います。秋田内陸部の渓谷や

鉄橋、紅葉などゆっくりと楽し

んでみませんか。詳しくはホー

ムページ（http ://www.ak i t a -

nairiku.com/）または秋田内陸縦貫

鉄道株式会社まで。

◆期間／11月13日までの土・日

曜日、祝日

【問い合わせ】

秋田内陸縦貫鉄道株式会社

☎ 0186-82-3231まで

日本の福祉の魁と
なった「石井十字」の
生涯を描いた作品。
（主演：松平健）
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株式会社 仙北印刷所

　人　口　95,738 人（－ 8）

　　　男　45,471 人（－ 8）

　　　女　50,267 人（　 0）

　世帯数　30,366世帯（＋ 32）

（９/30現在）
▼
寂
し
い
話
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
最
近
め
っ

き
り
肉
体
の
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
前
に
比
べ
て
持
久
力
が
な
く
な
り
、
視
力

ま
で
低
下
。
そ
れ
に
伴
い
食
べ
る
ご
飯
の
量
ま

で
減
っ
て
し
ま
っ
た
▼
も
し
か
し
て
何
か
の
病

気
で
は
…
悪
い
予
感
が
頭
を
よ
ぎ
り
想
像
を
ふ

く
ら
ま
せ
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
。
昔
は
も
っ
と

体
に
キ
レ
が
あ
り
体
力
も
食
欲
も
あ
っ
た
が

…
。
過
去
の
自
分
を
振
り
返
る
典
型
的
な
形
。

最
終
的
に
年
だ
と
い
う
事
に
気
付
く
▼
寒
い
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
若
い
こ
ろ
。

自
分
だ
け
は
年
を
と
っ
て
も
体
力
を
維
持
で
き

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
ど
う
や
ら
考
え
が
甘

か
っ
た
よ
う
だ
。
体
力
の
衰
え
を
緩
め
る
た
め

に
も
日
ご
ろ
の
不
規
則
な
生
活
を
反
省
し
、
心

を
入
れ
替
え
て
運
動
を
始
め
よ
う
▼
そ
う
い
え

ば
今
回
の
広
報
の
記
事
に
健
康
づ
く
り
教
室
の

お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
厚
着
を
す
る
の
も
風
邪

対
策
だ
が
、
末
永
く
体
と
つ
き
あ
い
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
健
康
管
理
と
体
力
づ
く
り

は
必
要
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
朋
）




